
単元名 「 幕府の政治と人々の暮らし 」 （第６学年 （２）我が国の歴史上の主な事象）

■本時の概要
【本時の学習問題】
江戸幕府は、どのようにして大名を支配したのだろう。

■単元の目標
江戸時代の始まり、参勤交代や鎖国などの幕府の政策、身分制について、世の中の様子、人物の働きや代表的な文化遺産などに着目して、

遺跡や文化財、地図や年表などの資料で調べるなどしてまとめ、我が国の歴史展開を考えるとともに、歴史を学ぶ意味を考え、表現することを通し
て、武士による政治が安定したことを理解することができるようにするとともに、主体的に学習問題を追究、解決しようとする態度を養う。

■本事例のポイント
１.ホワイトボードアプリを活用し、子供一人ひとりの学びを見取り、個に応じた指導を行うことで、自分の言葉で「めあてに対する
    まとめ」を書けるようにした。
２.共同閲覧機能を用いて協働学習を促す環境を整えることで、子供が学習状況を把握し学びを深められるようにした。

令和７年度 教育課程研究会 【小学校 社会 実践事例②】

■単元の指導計画（６時間）

第１時 学習問題をつくる
「大名行列は、なぜ行われるようになったのだろ
う。」

第２時 学習問題の解決に向けて調べる①
「江戸幕府はどのようにして大名を支配したの
だろう。」

第３時 学習問題の解決に向けて調べる②
「幕府はどのようにして人々を治めたのだろう。」
第４時 学習問題の解決に向けて調べる③
「外国との交流は、どのように変わったのだろ
う。」
第５時 学習問題の解決に向けて調べる④
「鎖国のもとで、外国との交流はどのように行わ
れたのだろう。」
第６時
学習問題に対するまとめ。
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ホワイトボードアプリ内で、単元の
計画を提示し、めあてに向かって
学習できるようにします。

学習の流れ
①学習問題を確認する。
②本時のめあて（ねらい）をまとめる
ための資料を選択する。

③各自で探究的に学び、理解度に
応じて協働する。

④本時のまとめをする。



■指導と評価の工夫

①学習計画・評価規準をホワイトボードアプリで共有
＊ホワイトボードアプリに単元全体の流れを提示することで、
子供が学習の見通しをもって活動を進めることができる。

＊クラス全員の学習過程をまとめた内容が同じ画面で共有
されるため、子供が他者の学習方法や視点を参照する
ことができ、自分の学習を見直しながら、考えを深めるこ
とができる。

＊学習計画に関しては、ホワイトボードアプリによって1時間
ごとの学習の積み重ねを一画面で振り返ることができ、
子供が学習間のつながりを意識し、見通しをもって主体
的に学習を進めることができる。

②形成的評価の場面の設定
＊教師は、子供がホワイトボードアプリにまとめる様子を閲
覧することで、子供一人ひとりの学習状況や理解度を
把握し、本時の目標につながる形成的評価を行うことが
できる。

＊概念的知識を獲得する場面で「個別探究の時間」を設
けた。教師がホワイトボードアプリの閲覧や机間巡視を
行い、子供の学習進度を把握する。その際、形成的評
価も行うことで、概念的知識の獲得に向けた、個に応じ
た支援につなげることができる。

＊教師からの支援や子供同士の学びなど「自分に合った
支援」を受けながら、子供は学びを進められるため、個
別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実につな
がる。

ホワイトボードアプリ
を見ながら子供同士
が教え合いをします。

教師は、形成的評価を
しながら、子供に声を
かけます。

子供が学び方を選択・決定する場面の設定

子供が学習課題を選択・決定する場面

■学習調整をしている子供の姿

学習計画を確認し、
個別探究に入ります。



■指導と評価の工夫

■成果（○）と課題（▲）
○いつでも他者参照ができる環境にしているため、自走でき
ない子供や自信がもてない子供でも、友達の考え方と比
べることを通して、自己調整をしながら安心感をもって意
欲的に学習に取り組めた。

▲教師が、本時の目標に迫る視点をもつ子供の考えや気
付きに着目し、全体共有の時間を設けることで、クラス全
体でより深い学びの実現につながると考えられる。

【活用したアプリや機能】FigJam

子供が自らの学習を振り返る場面の設定

③まとめと振り返りを区別して、学習方法を振り返る

＊「まとめ」には、本時のめあて（ねらい）に対して、分かっ
たことを書くように指導した。得た知識を自分の言葉でま
とめてアウトプットする機会を設けることで、子供のメタ認
知を促すとともに、教師の形成的評価につなげた。

＊「振り返り」には、学び方の振り返りを書くように指導した。
調べ方や学び方を振り返ることで、自分の学習方法につ
いて、得意な点や課題点を洗い出し、次の学習につなげ
ていくことを目的に実施した。

＊「まとめ」と「振り返り」を分けて書くことで、学習内容と学
習方法を関連付け、学習調整につなげることができる。

自分の学習について振り返り、よかった点や次に活かす点を考える。
いろんな学習方法にチャレンジして、自分にとってよりいい学習方法
を見つけよう！

振り返り

友達のページを参考にしてまとめられることができた。
まとめが長くなってしまったり、黄色の部分が書けなかっ
たから次はわかりやすくまとめたいと思った。

緑の部分もかけたし、黄色の部分もかけてよかった。

子供の振り返りの一部を抜粋し作成

※子供の振り返りに記載されている「黄色の部分」や
※ 「緑の部分」は、ホワイトボードアプリ上の付箋の
※色を示しています。（「■本時の概要」を参照）
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